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研究実績 

の概要 

高齢社会を背景に、医・介護においては在宅療養および介護予防に重点が置かれるよう

になり、在宅での疾病のコントロールや予防において栄養状態を維持、改善することが生

活の自立度低下、要介護度の上昇を阻止するために重要であることが確認されている。特

に在宅現場においては嚥下機能障害、認知の低下、精神疾患や複数の合併を有するなど栄

養支援が特に必要なケースが多いにもかかわらず、実際には在宅療養支援の場での管理栄

養士による栄養食事指導の実施率はいまだ低い。また管理栄養士自身が在宅や栄養支援に

関する学習の場が少ないことも課題である。本研究では管理栄養士養成課程や在宅訪問栄

養指導のスキルアップや普及に向けて、在宅で求められる栄養食事支援のコアとなる知識

・スキル・行動／態度に関する目標項目を確立すること、そして管理栄養士養成課程の学

生に対して実用可能な教育法の試行・開発の基礎資料とした。 

 

研究１：在宅栄養支援の実践力に関する調査 

岡山県内の施設に勤務する訪問看護師、介護支援専門員、訪問介護員および管理栄養士

を対象に在宅療養者に対する栄養ケア（支援）に対する自由記載形式のアンケート調査を

行った。また DVD教材を用いた観察学習と模擬患者を用いた体験学習を行い、学生の在

宅実践にかかる自己効力感に焦点をあて検討した。 

在宅栄養支援において管理栄養士に求める技術・能力において他職種からは「利用者」

「コミュニケーション」「指導」、「合わせる」、「調理方法」「提案する」「生活」が、

管理栄養士では「コミュニケーション」「利用者」「食支援の専門知識技術」が挙げられ

た。また在宅栄養支援の学習方法を検討したところ、自己効力感が高まりやすい観察学習

に加えて、実際の在宅場面を想定した体験学習を行うことは具体的な課題の把握に役立つ

学習法であると考えられた。 

※ 次ページに続く 



 

研究実績 

の概要 

研究２：在宅栄養支援場面を想定した管理栄養士の実践力向上のための教育方法および

評価システム考案と試行 

在宅医療・介護が推進される現在、管理栄養士養成課程学生が在宅療養者に対する栄養

支援の実際を理解し、在宅栄養管理に関する自律学修が行えるよう在宅栄養支援教育の充

実が課題である。今回、DVD教材を用いた観察学習と模擬患者を用いた体験学習を行い、

学習効果について自己効力感に焦点をあて検討した。A大学管理栄養士養成課程 3年時生

62人を対象とし、3年次 7月在宅高齢療養者への栄養指導場面のDVD視聴による観察学

習を実施し、同じ学生に半年後模擬患者による在宅療養者との面接体験学習を実施した。

「A.医療倫理と対人スキル」「B.記録、プレゼンテーション」「C.医療（介護）チームの

一員での役割」「D.栄養アセスメント」「E.栄養診断」「F.栄養管理計画・栄養介入」「G.

モニタリングと評価能力」の 7つの学習分類からなる計 25問を設定し、同一の自記式質

問紙法により各学習前後に回答させた。4）「実践することが難しい」から「8割以上は実

践できる」の 5段階の回答肢にて回答し得点化したものを効力得点とし、各学習前後の合

計効力得点と 7つの学習分類ごとの効力得点を比較検討した。その結果、観察学習の合計

効力得点は上昇したが、体験学習は前後で有意差はなかった。また学習分類 C 以外では

学習後に効力得点の上昇がみられ、体験学習では全学習分類で前後に差がなかった。観察

学習後の自己効力感は高まり易いが維持は難しく、体験学習後の自己効力感は高まり難い

が学生自身の実践力不足の具体的な把握に役立つと考えられた。 
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